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働
く
場
．
学
ぶ
場
は

　
市
民
の
う
ち
約
一
四
六
万
人
が
就

業
・
就
学
者
（
一
五
歳
以
上
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
自
宅
で
働
い
て
い
る
人
を
除

き
約
一
三
〇
万
人
が
潮
の
干
満
の
ご
と

く
家
庭
と
職
場
・
学
校
の
問
を
往
復
し

て
い
る
。

■
市
内
で
2
/
3
、
市
外
へ
1
/
3

　
市
民
は
ど
こ
で
働
い
た
り
、
学
ん
だ

り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
図
－
１
）
。

自
宅
を
含
め
て
市
内
に
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
が
約
九
三
万
人
（
六
四
％
）
、

市
外
へ
の
通
勤
・
通
学
者
が
約
五
三
万

人
（
三
六
％
）
で
あ
る
。
五
三
万
人
と

い
う
数
は
、
九
州
の
中
核
都
市
で
あ
る

熊
本
市
の
人
口
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の

で
あ
り
、
非
常
に
多
く
の
人
が
横
浜
か

ら
他
都
市
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
。

　
全
国
的
に
み
て
、
横
浜
市
で
は
区
内

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
働
い
た
り
、
学

ん
だ
り
し
て
い
る
人
の
割
合
が
少
な

く
、
他
県
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

の
割
合
が
多
い
。
昭
和
五
七
年
度
の
「
国

民
生
活
白
書
」
は
、
大
都
市
の
暮
ら
し

に
く
さ
の
一
つ
と
し
て
、
通
勤
時
間
が

地
方
に
比
べ
て
長
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
横
浜
市
民
も
、
混
雑
し
た
電
車

な
ど
に
よ
る
長
時
間
の
通
勤
・
通
学
を

し
い
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

の
う
ち
、
東
京
都
区
部
へ
は
約
三
三
万

人
（
六
二
％
）
で
あ
り
、
川
崎
へ
は
約

一
〇
万
人
（
一
八
％
）
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
都
市
へ
、
市
外
通
勤
者
。
通
学

者
の
八
〇
％
が
向
か
う
。
毎
朝
、
横
浜

か
ら
東
京
方
面
に
大
量
の
人
が
移
動

し
、
毎
晩
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
戻
っ
て

き
て
い
る
。

■
大
半
が
東
京
・
川
崎
へ

図一１　市民の通勤･通学先

　　(15歳以上就業･就学者146万人)
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市
外
へ
の
通
勤
・
通
学
者
五
三
万
人

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
横
浜
市
全

体
で
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
通
勤
・
通
学

■
区
に
よ
る
違
い

市内・市外での行動ア

１ 居住市民の行動

市民の活動



●第１章／よこはまの市民

27

図一２　区別の通勤･通学状況
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図一３　通勤・通学先の推移（15歳以上就業･就学者）図一４　通勤時間の推移

　
し
か
し
、
区
別
に
み
る
と
、
相
当
賢

な
っ
た
状
況
が
み
ら
れ
る
（
図
－
２
）
。

ま
ず
、
市
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
の
割
合
が
高
い
区
は
、
中
区
（
七
九

％
）
、
南
区
（
七
五
％
）
、
西
区
（
七
四

％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
逆
に
、
そ

の
割
合
が
低
い
区
は
、
緑
区
（
四
九
％
）
、

港
北
区
（
五
五
％
）
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
人
が
、

そ
の
区
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
割

合
を
み
る
と
、
そ
の
割
合
の
高
い
区
は

中
区
（
五
九
％
）
、
鶴
見
区
（
四
八
％
）
、

戸
塚
区
（
四
一
％
）
で
あ
り
、
逆
に
割

合
の
低
い
区
は
、
港
南
区
（
二
七
％
）
、

瀬
谷
区
（
二
八
％
）
、
旭
区
（
二
八
％
）

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
お
け
る
工

業
や
商
業
な
ど
の
集
積
状
況
に
影
響
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

況
は
少
し
ず
つ
で
も
改
善
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
（
図
－
３
）
。
こ
の
一
〇
年
間

の
推
移
を
み
る
と
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
区
内
へ
通
勤
。
通
学
す
る
人
の
割
合

は
し
だ
い
に
低
下
し
、
市
内
や
他
県
へ

買
物
は
ど
こ
で

　
市
民
一
人
当
り
の
市
内
の
年
間
商
品

販
売
額
は
六
三
万
円
で
々
大
都
市
中

第
一
〇
位
と
低
く
、
市
外
に
買
物
に
行

く
市
民
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
市
民
は
ど
こ
で
買
物
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
（
図
－
５
）
。
も
ち
ろ
ん
、
野

菜
、
魚
、
肉
と
い
っ
た
日
常
的
に
購
入

す
る
品
目
〔
最
寄
り
品
〕
と
、
洋
服
、

家
具
、
電
気
器
具
な
ど
の
、
そ
れ
ほ
ど

頻
繁
に
は
購
入
せ
ず
値
段
も
比
較
的
高

価
な
品
目
〔
買
回
り
品
〕
と
で
は
買
物

を
す
る
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。
最
寄

り
品
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
商
店
で
買

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
八
一
％
の

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
通

勤
時
間
も
一
時
間
以
上
の
人
が
増
加
し

て
お
り
、
市
民
の
通
勤
・
通
学
は
遠
距

離
化
、
長
時
間
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
（
図
｜
４
）
。

世
帯
が
区
内
で
購
入
し
て
い
る
。
一
方
、

買
回
り
品
に
つ
い
て
は
区
内
で
購
入
し

て
い
る
世
帯
が
減
り
、
市
内
－
主
と
し

て
中
心
区
１
で
購
入
す
る
世
帯
が
四
六

％
、
市
外
が
一
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

図一５　市民の買物先

■
最
寄
り
品
は
身
近
で

■
長
時
間
化
す
る
通
勤
・
通
学

遠
く
ま
て
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
状

い
る
。

し
て
い
る
人
が
比
較
的
少
な
く
、
市
外

や
他
県
ま
で
通
っ
て
い
る
人
が
か
な
り
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区
別
に
み
る
と
、
買
回
り
品
を
区
内

で
購
入
し
て
い
る
人
が
多
い
区
は
、
商

業
機
能
が
集
積
し
て
い
る
西
区
（
七
五

％
）
、
港
南
区
（
五
六
％
）
、
中
区
（
五

五
％
）
　
で
あ
る
。
逆
に
緑
区
に
つ
い
て

は
、
か
な
り
の
人
（
四
四
％
）
が
市
外

で
購
入
し
て
い
る
。

■
東
京
へ
買
物
に
行
く
理
由

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由

を
み
て
み
よ
う
（
表
－
１
）
。

　
買
物
の
た
め
に
新
宿
・
渋
谷
に
出
か

け
る
理
由
と
し
て
は
、
「
百
貨
店
が
あ

る
」
が
第
一
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
横
浜
駅
西
口
に
出
向
く
理
由
の

第
一
位
で
も
あ
る
。
む
し
ろ
、
東
京
に

あ
っ
て
横
浜
に
な
い
理
由
に
「
流
行
フ

ア
シ
ョ
ン
に
触
れ
る
」
が
あ
る
。
市
民

の
目
を
東
京
に
向
け
さ
せ
る
要
因
の
一

つ
と
い
え
そ
う
だ
。

多
く
の
人
が
東
京
へ
も
買
物
に
出
か

文
化
活
動
な
ど
は

　
市
民
の
余
暇
活
動
や
文
化
活
動
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
五
五
年
に
横
浜
市
が
行
っ
た
「
横

浜
市
民
の
文
化
に
関
す
る
世
論
予
備
調

査
」
か
ら
、
そ
の
概
況
を
み
て
み
よ
う
。

■
余
暇
活
動
は
家
庭
が
中
心

　
余
暇
活
動
の
な
か
で
最
も
多
い
の

は
、
「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
視
聴
、
新
聞
・

雑
誌
の
購
読
」
で
あ
る
。
回
答
者
の
八

割
が
、
自
宅
内
の
余
暇
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
「
子
供
の
相
手
」
「
隣
人
、
友
人
、

親
類
の
つ
き
合
い
」
な
ど
、
家
庭
を
中

心
に
余
暇
が
す
ご
さ
れ
て
い
る
姿
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
性
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
「
ス
ポ

ー
ツ
」
が
そ
の
主
な
活
助
で
あ
り
、
女

性
で
は
「
趣
味
」
、
「
隣
人
な
ど
と
の
つ

き
合
い
」
、
「
子
ど
も
の
相
手
」
な
ど
が

主
で
あ
る
。
女
性
の
場
介
は
、
男
性
に

比
べ
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

表－１　主要繁華街に出かける理由
■
文
化
活
動
の
半
数
は
市
外
で

　
市
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
何
ら
か
の
文

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
な
か
て
も

「
美
術
鑑
賞
」
「
音
楽
鑑
賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ

観
覧
」
「
文
芸
鑑
賞
」
「
映
画
鑑
賞
」
は

比
較
的
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　
文
化
活
動
の
場
所
を
、
市
内
と
市
外

に
分
け
て
み
る
と
、
市
外
施
設
の
利
川

が
四
九
・
七
％
で
あ
る
。
と
く
に
、
美

術
・
演
劇
・
音
楽
・
映
画
な
ど
の
鑑
賞

は
、
市
外
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
活
動
の
頻
度
（
ひ
ん
ど
）
は
、
概
し
て

一
定
し
て
い
な
い
。
と
く
に
、
演
劇
・

音
楽
・
文
芸
な
ど
の
鑑
賞
活
動
な
ど
は
、

六
割
以
上
が
一
定
し
て
い
な
い
と
し
て

い
る
。
一
方
、
創
作
や
講
演
会
な
ど
の

活
動
は
、
週
や
月
単
位
の
活
動
が
比
較

的
多
く
、
な
か
で
も
月
一
～
三
回
の
頻

度
が
高
い
。
男
性
と
女
性
と
を
比
べ
る

と
、
女
性
の
方
が
活
動
の
頻
度
が
高
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
化
活
動
は
半
分
以

上
が
平
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
多
様
化
と
個
性
を
重
ん
ず
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
行

勁
目
的
に
よ
っ
て
、
市
民
の
行
動
範
囲
は

ま
す
ま
す
広
が
り
を
も
っ
て
き
て
い
る
。
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